
令和７年度 松陽高等学校 不祥事ゼロプログラムの検証等 

 

○ 課題・目標別実施結果 

課  題 目  標 実施結果と目標の達成状況 

法令遵守意識の
向上（法令の遵
守、服務規律の
徹底） 

教育公務員である
ことの自覚を深め、
生徒、保護者及び
社会から信頼され
る高い倫理観をも
った行動をとる。 

（ア）公務外非行防止に関する具体事例に基づく校内研修

会等を実施した。 

（イ）朝の打合せ時に事例を教職員に伝え、不祥事防止に

対する意識喚起を行った。 

（ウ）面談時管理職による全教職員への個別指導を実施し

た。 

（エ）研修等を通して職場の同僚性を高め、教職員間で気

付いたことを言いやすい環境づくりを推進した。 

職場のハラスメン

ト（パワハラ・セク

ハラ ・ マ タハ ラ

等）の防止 

 

常に相手との関係

性を念頭に置き、
自覚を持った言動
をとり、ハラスメント
行為を許さない・
見逃さない職場環
境を整備する。 

（ア）ハラスメントの内容や事例、対応の仕方について、外部

講師による講義・演習を通して理解を深めた。 
（イ）職場内での適切な職務遂行のために、各個人の行動 

を振り返りヒヤリハット事例などを共有し、自分事として 

捉える機会をつくった。 

（ウ）教職員の人権意識を高め風通しの良い職場環境の醸 

成に取り組んだ。 

生徒に対する 

わいせつ・セク 

ハラ行為の防止 

 

 職員一人ひとり
が人権感覚の醸成
に努め、セクハラ・
わいせつ行為の根
絶を図る。 

（ア）電子メールや SNS、LINEなどを利用した生徒との連絡

を行っていないことを再確認した。 

（イ）わいせつ・セクハラ行為防止の具体策、携帯電話や電

子メールの不適切使用の防止及び生徒に対する人権

に配慮した言動に関する校内研修を繰り返し行った。 

（ウ）教科準備室の鍵の管理や適切な利用の徹底を教職員

で取り組んだ。 

体罰・不適切な

指導の防止 

 

生徒の人権を尊重
し、信頼関係を基
盤とした生徒対応
に努め、体罰、不
適切な指導を根絶
する。 

（ア） 体罰や威嚇行為の防止に関する研修を行い、体罰に 

よらない指導の理解を深めた。 

（イ）教職員の相互チェック体制を整え、継続して必要な声

掛け等を行った。（通年） 

（ウ）体罰及び不適切な指導を防止し、生徒の人権を尊重し

た適切な指導が行えるよう、教員と部活動インストラクタ

ー等の外部との指導者間の情報共有を図り、連携して

生徒への適切な指導を行った。（通年） 

（エ）適切な部活動指導について、教職員が顧問会議や研

修会を通して理解を深めた。 

入学者選抜、成
績処理及び進路
関係書類の作成
及び取扱いに係
る事故防止 

入学者選抜、成績処

理及び進路関係書類

の作成及び取扱いに

関しては、生徒の将

来につながる業務で

あることを常に意識

し、適切な処理を行

い事故の根絶を図

る。 

（ア）入学者選抜制度に対応した本校に適したわかりやすい

マニュアルを作成し、全職員で理解して円滑に業務を

遂行した。各業務の開始前にその都度ポイントを確認

し、入学者選抜業務における事故防止を徹底した。 

（イ）毎学期末に全職員による成績個票一斉点検を徹底し、

成績処理における事故の未然防止に務めた。 

（ウ）３学年団及び担当グループにより調査書等の点検を複 

数の教員で複数回行うとともに、管理職による確認を徹 

底し、進路関係資料の作成及び取扱いに係る事故防 

止に努めた。 

様式２ 



個人情報の管
理、情報セキュリ

ティ対策 

個人情報の適切な管

理、取り扱いに努め、

個人情報流出等の事

故を防止する. 

（ア） ICT研修会を通じて、情報機器の活用と個人情報の保

護の研修を繰り返し行い業務への意識を高めた。 

（イ） 外部講師の講義・演習を通して、情報機器を用いた成

績処理等における不祥事の事例をもとに、自分ごととし

て捉える機会を設け、意識を高めた。 

（ウ） 学校現場で起きた身近な事故事例を通して繰り返し注

意喚起を行った。 

交通事故防止、
酒酔い・酒気帯
び運転防止、交
通法規の遵守 

交通事故及び酒酔
い・酒気帯び運転に
よる事故を未然に防
止する。 

（ア）新聞報道等の身近なところで起きた事故事例を共有し

た。私生活における公務員としての自覚をもった行動

に対し、教職員の意識を高める研修行った。 

（イ）不祥事防止研修の中で教職員全員に繰り返し注意を

促し、教職員の理解を深め意識を高めることができた。 

会計事務等の適

正執行 

適正な経理処理の

手順について理解
を深め、公正かつ
透明な会計処理を
実現する。 

（ア）私費(部活動費を含む)会計に関する校内研修を行い、

会計処理の適正な流れを確認した。 

（イ）顧問会議を通じて、部費の徴収、通帳管理、執行・決

算報告の適切な業務の遂行を、顧問教員に徹底した。 

（ウ）行事の会計処理は、教職員が共通理解をしたうえで、 

会計担当教職員から生徒への指導を徹底し、適正な 

処理ができた。 

業務執行体制の
確保 

諸業務の遂行にお 

いて、マニュアル 

やルールを遵守し、

情報の共有を図ると

ともに相互チェック体

制・業務協力体制を

徹底する。 

（ア）業務執行体制について、不祥事防止会議で業務の点

検・見直し・分担等の整理を行った。 

（イ）校内会議の効率化を意識した、ペーパレス会議を実施 

した。 

（ウ）各業務マニュアルの整理と業務の精選を行った。 

（エ）オフィス改善の機会を利用して、職員が集中力を維持

して業務を遂行できる環境整備を行い、不祥事の未然

防止に全職員で取り組んだ。 

（オ）採点システムの活用を始め、業務の効率化を図った。 

 

○ 令和７年度不祥事ゼロプログラム全体の達成状況と令和８年度に取り組むべき課題 

（学校長意見） 

令和７年度は、不祥事ゼロプログラムの目標および行動計画は職員の不祥事防止に

対する意識も高まり概ね達成することができた。しかし、県内での不祥事は相変わら

ず後を絶たない状況である。不祥事の根絶に向けては、今後も教職員の同僚性を高め

風通しの良い職場環境つくりを通して今後も粘り強く取り組んでいく。 

  令和７年度は、ハラスメントのない職場を意識した働きやすい職場づくりに教職員

で取り組んだ。外部講師による「ハラスメントのない職場づくり」をテーマに研修を

行い、講義と演習の事例を通して自分事としてとらえ、生徒や同僚への接し方につい

て、さらに意識を高めることができた。１年間通して、事例の問題点と解決方を教職

員一人ひとりが考え、不祥事防止の理解を深める機会を設けることができた。また、

教育長からのメッセージや教育委員会からの情報等を通して、繰り返し事例に対する

問題点を再確認し意識を高めることができた。教職員の職場でのヒヤリハット事例を

共有することで不祥事防止に対する再確認を行った。 

  令和８年度も今までの取組を踏まえて、一人ひとりが「絶対に不祥事を起こさな

い」という強い意志をもって行動するとともに風通しのよい職場環境整備を全教職員

で組織的に取り組み、『不祥事ゼロ』を推進していく。 


